
 

 

 

 

              

               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

放流後の振返りでは，「初めての放流で 

楽しかった。」，「無事に大きくなって欲 

しい。」という感想が聞かれました。そ

こで，担任の末松先生からの「こんな貴重な，大切

な生き物が生活している今津干潟をどうしたいで

すか。」と言う問いかけに対しては，「カブトガニや

その他の生き物も絶滅させないよう，今津干潟を守

っていきたい。」という意見が出されました。これ

を受けて地元の今津校区自治協議会の大歯会長よ

り，「君たちの世代，またその次の世代にも豊かな

今津干潟を残せるように，これからも協力して，一

緒に頑張っていきましょう。」と言う言葉で会は締

めくくられました。 

福岡舞鶴高校校長の杉本先生による講

話では，福岡県のレッドデータブック

に記載され，非常に貴重な生き物であ

ること，成体なるまでに１０年かかり，脱皮の失

敗や鳥に食べられたりと大きくなるまで大変な事

を教わりました。また，孵化した幼生は水中を泳

ぎ，３齢程度になると尻尾が生えて泥の上を歩く

ようになることや脱皮するごとに体が 1.3 倍ずつ

大きくなることを実際

に生きたカブトガニに

触れながら説明して頂

きました。 

◆ 開催日時：平成２６年１０月２９日（水）13：45～15：10 

●クロツラヘラサギをはじめとする野

鳥観察の後に野鳥のことを語り合う

  謎解きウォークラリーイベント

平成26年12月7日（日） 

第４弾 

●地域住民からヒントをもらい、謎を

解きながら地域の宝を探す謎解き

ツアー 

  野鳥観察会第５弾 

平成27年1月予定 

◇◆◇いきものプロジェクトシリーズ 第 3 弾

カブトガニ幼生放流会 レポート◇◆◇ 
◆ 会場：今津干潟四所神社前 ◆ 参加者：56 名 

◆ 目的：貴重なカブトガニの話や放流を通じて、今津干潟の大切さを知る 

今回放流したカブトガニの幼生 466 

匹は，先月の学習会で発見した卵塊の

一部採集した 513 個体を，杉本先生

により飼育，孵化していただきました。放流は，

一般参加者，地元住民と子供たちがペアを組んで，

放流しました。放流した幼生が戻ってくる時期が

自分の成人する頃と聞 

いて，その頃に思いを 

馳せて元気で戻って来 

いという声も聞こえま 

した。 

 学習 

 放流 

②カブトガニ放流

 振返り 

③振返り

今回は，学習会で自分たちが発見した卵から孵った幼生を放流するということで，「このカ

ブトガニが戻ってくる今津干潟を守りたい。」という思いが子供たちの心の中に起きたと感

じています。また，自治協議会長や公民館長をはじめ，地域の方々，一般市民，学生や関係

団体などが一緒になって放流を行ったことで，子供たちの思いを強く感じることができたと

思います。この思いを今後の取組に活かしていきたいと考えています。 

今津干潟を守りたい！！ 

① カブトガニの講話 


